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金木町町村合併四十周年記念式典・町民フェステイバル 

金
木
町
町
村
合
併
四
十
周
年
記

念
式
典
が
七
月
三
十
日
、
金
木
町

運
動
公
園
で
開
か
れ
、
町
民
二
千

人
が
見
守
る
中
、
町
の
一
層
の
発

展
を
目
指
す
こ
と
を
誓
い
合
っ
て

い
ま
し
た
。
 

式
典
に
は
、
来
賓
等
約
二
百
五

十
人
が
出
席
。
田
中
町
長
が

「四
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町
発

展

の
功
労
者
百
人
に
表

彰
状

を
手

渡
す
 

十
年
は
長
い
歴
史
の
一
片
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。
時
代
に
対
応
し
て
い
き

な
が
ら
、
明
る
く
住
み
よ
い
太
宰

治
の
ふ
る
さ
と
金
木
町
を
築
き
上

げ
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
。
引
き
続
き
町
発
展
の

功
労
者
百
人
に
表
彰
状
を
手
渡
し

ま
し
た
。
こ
の
後
行
わ
れ
た
、
金

木
町
運
動
公
園
完
成
を
記
念
し
た

町
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
県

の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
奴
踊
り
、
さ
な
ぶ
り
荒
馬
の
披

露
や
町
内
対
抗
綱
引
き
、
リ
レ

ー
 

等
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 



金
木
町
は
 

昭
和
三
十
年
に
 

報
 

金
木
町
は
、
昭
和
三
十
年
に
旧

広
 
金
木
町
、
嘉
瀬
村
、
喜
良
市
村
が

③
 
合
併
し
、
新
金
木
町
が
誕
生
。
 

ぎ
 

な
 

か
 



☆
ゴ
ミ
減
量
の
た
め
に

ニ
つ
の
補
助
金
制
度
 

町
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ

る
燃
え
る
ゴ
ミ
を
少
し
で
も
減
ら

そ
う
と
、
平
成
六
年
に
続
い
て
七

年
度
も
生
ゴ
ミ
自
家
用
処
理
容
器

コ
ン
ポ
ス
タ
ー
に

（
価
格五
千
四

百
五
十
円
の
う
ち
）
三
千
円
の
補

助
金
。
更
に
、
平
成
七
年
度
に
は

家
庭
用
簡
易
焼
却
炉
に

（価
格
五

千
五
百
円
の
う
ち
）
二
千
五
百
円

の
補
助
金
を
実
施
し
ま
し
た
。
 

あ
ま
り
の
好
評
に
、
今
年
度
補

助
予
定
数
量
分
は
す
べ
て
完
売
し

ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
強

い
希
望
に
よ
り
、
九
月
補
正
で
コ

ン
ポ
ス
タ
ー
百
個
、
焼
却
炉
二
百

個
分
補
助
金
の
追
加
計
上
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
役

場
民
生
課
ま
で
。
 

丑
五
三
ー
二
一
 
一
 
一
 

☆
燃
え
る
ゴ

ミ
の
 

減
量
化
に
向
け

て
 

次
に
、
自
家
用
処
理
容
器
コ
ン

ポ
ス
タ
ー
は
、
小
さ
い
ス
ペ
ー
ス

で
台
所
か
ら
出
る
生
ゴ
ミ
が
、
毎

日
手
軽
に
処
理
出
来
ま
す
。
臭
い
 
 も

気
に
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
有
機

質
の
生
ゴ
ミ
を
発
酵
促
進
さ
せ
る

こ
と
で
、
豊
か
な
土
壌
（
土
）
が

再
現
さ
れ
、
家
庭
園
芸
、
菜
園
に

利
用
が
出
来
ま
す
。
生
ゴ
ミ
の
減

量
と
豊
か
な
土
壌
と
ま
さ
に

一
石

二
鳥
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

家
庭
用
簡
易
焼
却
炉
も
同
様
で

ス
ペ

ー
ス
は
小
さ
く
、
か
さ
む
紙

な
ど
簡
単
に
燃
や
す
こ
と
が
出
来

ま
す
。
残
っ
た
灰
は
畑
に
ま
い
て

肥
料
に
す
る
か
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ

で
出
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
 

★
こ
こ
で

コ
ン
ポ
ス
タ
ー
を
使
用

し
て
か
ら
五
ケ
月
と
い
う
、
上
山

道
町
の
葛
西
や
え
子
さ
ん
に
、
家

庭
の
生
ゴ
ミ
状
況
を
聞
い
て
み
ま
 

し
た
。
 

実
は
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
の
購
入
は

去
年
の
八
月
で
、
使
用
し
は
じ
め

た
の
が
今
年
の
春
か
ら
で
す
。
週

二
回
の
燃
え
る

h
ミ
の
日
に
は
必

ず
二
袋
は
出
し
て
い
ま
し
た
が
今

は
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
で
生
ゴ
ミ
処
理
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ー
ゴ

ミ
特
集
ー
 

 

町では、ゴミ減量などを目的に、平成 

7 年 4 月から 6 月までを試行期間に、 7 
月 1 日から正式に「燃えるゴミ・燃えな

いゴミ」ともに、それぞれ町指定ゴミ袋

に町内名や氏名を記入の上集積場所に出

して頂きました。あれから何か変化があ

ったのでしょうか。 

▲葛西やえ子さん 
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〔図 1 〕 

〈こ＞中 

(
 

(
 

い
つ
も
清
潔
な
 

下
山
道
町

の
ゴ
ミ
集
積
場
所
 

'
 

し
ま
す
の
で
、
一
袋
と
半
分
で
済
 

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ー
ケ
月
 

単
位
で
計
算
す
る
と
二
十
袋
か
ら
 

十
五
袋
に
減
り
ま
し
た
。
 コ
ン
ポ

ス
タ
ー
を
使
用
し
て
以
外
だ
っ
た

の
は
、
夏
の
暑
さ
と
強
烈
な
生
ゴ

ミ
の
臭
い
は
、
避
け
ら
れ
な
い
と

思
っ
た
が
、
ご
近
所
に
は
も
ち
ろ

ん
、
自
分
達
も
あ
ま
り
気
に
な
り

ま
せ
ん
。
 

こ
の
よ
う
に
、
焼
却
炉
や
コ
ン

ポ
ス
タ
ー
が
ど
ん
ど
ん
利
用
さ
れ

る
こ
と
で
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
の
た

め
に
役
立
つ
こ
れ
ら
二
つ
の
補
助

金
制
度
。
町
で
は
、
多
く
の
方
に

利
用
し
て
ほ
し
い
と
考
え
、
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。
 

☆
ゴ

ミ
が
 

減
っ

て
い
る
の
？
 

焼
却
炉
や
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
に
加

え
町
指
定
ゴ
ミ
袋
の
使
用
に
よ
り
、
 

平
成
六
年
四
月
か
ら
七
月
ま
で
八

〇
二
？
〇
三
〇
聴
出
て
い
た
燃
え

る
ゴ
ミ
が
平
成
七
年
同
月
に
は
、
 

五
七
六
，
九
五
〇
聴
で
二
八
％
も

の
減
少
。
燃
え
な
い
ゴ
ミ
も
平
成

六
年
同
月
に
六
一
四
，
九
三
〇
聡

だ
っ
た
の
が
、
平
成
七
年
に
は
、
 

五
〇
一
，
二
二
五
聴
と
一
八
％
の

減
少
と
着
実
に
減
っ
て
お
り
、
町

民
の
皆
さ
ん
が
意
識
し
て
下
さ
っ
 
 た

効
果
が
表
面
化
し
て
き
ま
し
た
。
 

☆
h
II、
の集
積
場
所
が
 

自
分
の
家
の
側
だ
っ
た
ら
つ
 

更
に
、
各
地
区
を
ゴ
ミ
収
集
車

に
乗
っ
て
収
集
に
あ
た
っ
て
い
る

職
員
か
ら
も
ゴ
ミ
集
積
場
所
が
き

れ
い
に
な
っ
て
い
る
町
内
が
増
え

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
見
て
回
る

と
ネ
コ
、
イ
ヌ
、
鳥
に
よ
る
食
い

散
ら
か
し
防
止
の
た
め
に
ネ
ッ
ト

を
張
っ
て
い
た
り
、
ゴ
ミ
が
散
乱

し
た
時
の
た
め
に
ほ
う
き
、
ち
り

さ
ら
い
を
設
置
し
て
い
る
町
内
な

ど
地
区
に
よ
っ
て
様
々
。
中
で
も

い
つ
も
清
潔
な
の
が
下
山
道
町
の

集
積
場
所
。
 

★
そ
こ
で
、
下
山
道
町
内
会
長
の

小
野
元
靖
さ
ん
に
秘
け
つ
を
聞
い

て
み
ま
し
た
。
 

当
番
制
で
清
掃
と
い
う
の
は
無

い
ん
で
す
が
、
ゴ
ミ
の
収
集
日
に

気
を
付
け
て
ち
ょ
く
ち
ょ
く
か
た

づ
け
て
い
た
り
、
違
う
曜
日
に
ゴ
 

I
I
、
が出
て
な
い
か
見
に
行
く
く
ら

い
で
す
。
ゴ
ミ
の
集
積
場
所
の
近

所
の
方
の
事
を
考
え
る
と
当
た
り

前
の
事
で
す
よ
。
 

こ
の
よ
う
な
例
も
あ
れ
ば
、
図
 

1
の
写
真
の
よ
う
に
燃
え
る
ゴ
ミ

の
日
で
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
を
指

定
の
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
て
い
な
い
方

も
見
受
け
ら
れ
収
集
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
あ
く
ま
で
も
こ
こ

は
、
ゴ
ミ
の
収
集
場
所
で
、
ゴ
ミ

捨
て
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
収
集

日
に
一
時
的
に
町
内
別
に
集
め
た

だ
け
の
場
。
一
人
一
人
が
責
任
を

持
っ
て
い
つ
も
椅
麗
に
清
潔
な
ゴ

ミ
集
積
場
所
に
し
ま
し
ょ
う
。
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ダンボール 

（水をよくきって） 	紙く守ー 	 トべV 

c台所ゴミ（残飯、魚の骨、野菜・果物の皮、貝‘卵の殻、食用油等）・紙クズ・木クズ‘ラップ・布類等ン 

プラスチツク類 空缶・金属類 

洗面器 

トレイ（パツク皿） 

ビン類 

臨 
スプレー缶 

せともの（穴をあけて） 

ガラス類 灰 

‘ビ二ール類（卵パック、ペツトボトル、洗剤等プラスチック容器、発泡スチロール、菓子袋、 
さゴL'等）・金物（空缶、スプレー缶、ナべ等）・ガラス類（空ビン、電球、食器等）・土ぼこり、灰等ノ 

◇
 

4, 

（水をよくきって） 布衣類唾い 

◇
 

ル 
ー
ル
を
守
っ
て
快
適
生
活
 

吸い殻 

昌に七＝ 

ラップ 

燃
え
る
ゴ
ミ
 

燃
え

な
い
ゴ

ミ
 

事
業
所
な
ど
の
ゴ
ミ
 

病
院
、
飲
食
店
や
会
社
、
商
店
 

有
害
ゴ
ミ
 

乾
電
池
、
蛍
光
灯
、
水
銀
使
用

の
体
温
計
等
の
自
己
処
理
が
困
難

な
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
、
購
入
先
に

持
参
す
る
等
し
て
引
き
取
っ
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。
 

☆
収

集
し
な
い
 

ゴ
ミ
も
あ

り
ま
す
 

等
の
事
業
活
動
等
に
よ
っ
て
出
さ

れ
る
ゴ
ミ
は
、
事
業
所
が
責
任
を

持
っ
て
処
分
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ゴ
ミ
は
、
 

町
で
収
集
致
し
ま
せ
ん
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

●

自
己
処
理

（
焼
却
等
）
する
。
 

●

購
入
店
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
。
 

●

町
で
許
可
す
る
業
者
に
処
理
を

依
頼
す
る
。
た
だ
し
、
有
料
と
な

り
ま
す
。
 

尚
、
許
可
業
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
 

一般廃棄物処理許可業者 
許可業者名 住 	 所 電 話 

（有）小 松 商 事 五所川原市大字神山字境山72 29-4132 

（有）西北五クリーン社 五所川原市字下平井町24番地 35-5351 

（有）柴谷清掃社 柏村大字桑野木田字福井34の4 2 5-2 359 

料金の徴収されるゴミの種類 
種 	類 内 	 容 

燃 え が ら 
燃えがら、焼却炉の残灰、 
炉清掃物出物、その他の焼却残湾 

木 	く 	ず 
木材又は木製品製造業（家具製造業を含む）パルプ製
造業、木材売却から生じる木材片、おがくず、パーク類 

繊 維 く ず 
衣服その他の繊維製品製造業以外の繊維工業から生じ
る木綿くず、羊毛くず等の天然繊維くず 

動植物性残遭 
食料品製造業、医薬品製造業、香料製造業から生じる飴
かす、糊かす、醸造かす、魚、獣の骨又はあら等 

ガラスくず 
及び陶磁器くず 

ガラスくず、耐火レンガくず、陶磁器など 

建 設 廃 材 
工作物の除去に伴って生ずるコンクリートの破
片、レンガの破片、その他これに類する不要物 

個人の持ち込
みに限る（業
者の持ち込み
はできません） 住 宅 廃 材 住宅、建物解体、廃材など 

表
 

格
 

価
 

金
 

料
 

こ
れ
か
ら
町
に

一
般
廃
棄
物
最

終
処
理
場
が
出
来
て
も
、
皆
さ
ん

の
出
す
ゴ
ミ
の
量
で
処
理
場
の
寿

命
が
長
く
な
っ
た
り
短
く
な
っ
た

り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

ら
全
て
の
ゴ
ミ
問
題
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
は
、
町
民

一
人
一
人

の
意
識
に
か
か
わ
っ
て
き
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
、
今
以
上
の
ゴ
ミ
の

減
量
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
ゴ
ミ
袋

に
ゴ
ミ
を
捨
て
る
前
に
不
必
要
な

物
か
も
う
一
度
考
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。
 

0.5トン以下の車頼 300円 60トン 3, 600円 
1.0トン 600円 6. 5トン 3, 900円 
1.5トン 900円 7.0トン 4, 200円 
2.0トン 1,200円 7.5トン 4,500円 
2.5トン 1,500円 8.0トン 4,800円 
3.0トン 1,800円 8.5トン 5, 100円 
3.5トン 2, 100円 9.0トン 5, 400円 
4.0トン 2, 400円 9.5トン 5,700円 
4.5トン 2,700円 10.0トン 6,000円 
5.0トン 3, 000円 10.5トン 6,300円 
5.5トン 3.300円 11.0トン 6, 600円 


